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研究成果の概要（和文）： これまでに提案された様々な信用評価理論と手法は取引先の信用調

査，公表財務データおよび株価などの外部データに基づくものがほとんどであり，財務・経営

情報が非公開である企業には適用不可能である。本研究は，売上，取引代金の請求，入金など

の日常業務データに基づき，取引先の信用評価を行う手法とシステムを提案したうえ，複数の

中小企業の実問題へ適用し，提案手法とシステムが高い判別能力をもつことを明らかにした．

研究成果の概要（英文）：As almost all of models and methods for credit assessment published 
so far are based on financial data or stock price and investigation data, It is difficult to 
apply them to assess credit of minor and small businesses that do not disclose financial 
information. This study proposed some new approaches and systems to assess the 
customers’ credit only based on daily transaction data such as sales, payments by 
customers, amount of overdue payment, etc. The performance and usefulness of the 
proposed approaches and systems has been confirmed by applying them to practical credit 
assessment problems. The proposed approaches and systems can indentify unsound 
customers very effectively and has also high ability to indentify healthy customers. 
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１．研究開始当初の背景
取引先の信用リスク評価または倒産予測

に関しては，数多くの研究が行われ，様々な
信用評価理論と手法が提案されてきた．これ

らの理論と手法は倒産確率モデルと信用格
付けによる推定手法に分類することができ
る．倒産確率モデルは，財務諸表データ，株
価などを用いて，個別企業のデフォルト率を
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推定するものである．予知手法には，一般的
な回帰分析や判別分析などの線形モデルを
用いるものほか，ロジスティック曲線を用い
るロジット分析，累積標準正規分布曲線を用
いるプロビット分析などの非線形モデルを
利用するものがある．さらに，人工知能系の
手法であるニューラルネットワーク（Neural 
Networks）や遺伝的アルゴリズム（Genetic 
Algorithms）を用いた手法，決定木モデル
（Decision Tree），ラフ集合理論(Rough Set 
Theory)などを応用した倒産予知モデルと手
法が数多く開発されてきた．信用格付けは，
公的機関や民間企業の現時点での信用力（債
務履行能力）を評価するものであり，数段階
に区分されたアルファベット記号または数
値評点を用いて，企業価値ないし信用リスク
度を表現し，一定以下の格付けとなることが
デフォルトと定義されることが多い．信用格
付けを行う際には，債務者の財務データ，外
部信用情報会社のデータのほか，信用格付け
会社内で独自に収集されたデータが用いら
れる．信用格付けは，主観的なスコアリング
又は内部格付けモデルにより行われる．
いままで公表された信用評価理論と手法

は取引先の信用調査，公表財務データおよび
株価などの外部データに基づくものがほと
んどであり，財務・経営情報の公表が義務付
けられている上場企業の評価に適している．
これに対して，中小零細企業・団体の信用評
価を行う際，財務・経営情報が非公開である
ため，従来の信用評価理論と手法は適用不可
能である。また，大手上場企業に比べて，中
小零細企業・団体の倒産率が非常に高く，中
小企業を対象とする信用評価手法の提案と
システムの開発が産業界からも求められて
おり，実用的に非常に意義がある．

２．研究の目的
本研究の目的は，信用調査，公表財務デー

タおよび株価によらず，売上，取引代金の請
求，入金などの日常業務データに基づき，取
引先の信用評価を行う手法とシステムを提
案することである．

具体的には次の 3 点を重点目標として研究
を進めた。

（1）日常業務データに基づき信用評価を行
う際，信用評価に関連し，かつ業務管理シス
テムから集計可能な評価指標を決めること
である。また，企業経営理論，会計原理など
の視点から，信用評価に利用する評価指標と
企業倒産との因果関係を究明し，企業倒産の
原因や企業経営と企業資金回転のメカニズ
ムに基づき，評価指標の合理性を評価するこ
とも重要である。

（2）集計された信用評価指標を用いて，取

引先の信用評価を行うために，一番有効な手
法を決めることである。多変量解析手法と人
工知能系手法，またこれらの手法の組合せを
含めて，もっとも有効性の高い手法を探索・
提案することは本研究の目的の一つである。

（3）信用評価システムを開発することであ
る。提案手法を企業に応用する際，既存業務
管理システムに提案手法を組み入れる必要
がある。このため，手法の提案だけでなく，
企業の業務情報システムとの関連を十分に
考慮のうえ，信用評価システムの構造を決め，
システムとしての合理性・有効性を明らかに
する．

３．研究の方法
本研究では，中小企業の実信用評価問題の

解決を背景として，提案手法とシステムの実
用性を重視して研究を進めてきた。基本的な
方法としては，企業の実際データを収集し，
これらのデータの特徴を調べたうえ，信用評
価指標を決めて，一番効果的な信用評価手法
とシステムを提案する。また，提案手法とシ
ステムの有効性は，企業の実問題への適用を
通して検証する。

具体的には次の手法を利用した。

（１）統計解析手法
伝統的統計解析手法は次の２つの視点か

ら利用された。
①評価指標の合理性評価と改善： 信用評価
に利用する評価指標の選択と合理性評価を
行う際，統計理論，相関分析と分散分析など
の統計解析手法を用いた。また，評価指標の
時間的・時期的な変化に着目して，時系列解
析を行った。
②事例ベース推論手法などの人工知能手法
の有効性を検証するために，判別分析などの
多変量統計手法を比較対象として利用した。

（２）事例ベース推論手法
企業間における評価指標値の類似性に着

目して，過去の取引先信用評価事例に基づき
新規取引先の信用評価を行うシステムを提
案した．特に類似事例の評価方法に関して，
複数の評価指標選択案を決め，また複数の類
似度評価基準を導入して，一番効果的な類似
度と類似度評価基準を考究した。

（３）ファジィまたは可能性分布理論に基づ
く手法
ファジィ数を導入しファイジィ数で人間

の主観的判断のあいまいさを表現したうえ，
可能性分布理論と手法を用いて，経営者の経
営力・人格，社会経済情勢または業界の景気
傾向などの定性的指標に基づいて，取引先の
信用評価を行う手法を考究した。



（４）サポートベクターマシン手法
サポートベクターマシンを用いた信用評

価手法を提案し，サポートベクターマシンの
性能に強く影響を与えるカーネルの選択と
パラメータの最適化を考究した．

（５）集団学習手法
過去の企業データを収集する際，非倒産

企業に比べて倒産企業が圧倒的に少ない。こ
のデータサンプル数のアンバランス問題が
存在するため倒産企業を正しく評価できな
いことが多い。本研究では，バギング
（bagging）を中心として集団学習手法を適
用し，データサンプル数のアンバランス問題
の解消を図り，倒産企業の予知・評価精度を
重視する企業信用評価手法と評価システム
を提案するうえ，もっとも効果的な信用評価
システムの仕組みを考究した。

４．研究成果
(1) 事例ベース推論手法を用いて取引先の
信用評価を行う際，評価対象と過去事例との
類似度を如何に評価するかは非常に重要で
ある。研究代表者は，６つの類似度を定義の
うえ，企業の実問題への適用によりシステム
の性能と類似度との関係を検証し，ユークリ
ッド距離が類似度に適することが明らかに
なった。

(2) サポートベクターマシンという新しい
人工知能手法を適用し，問題の定式化を行っ
たうえ，サポートベクターマシンの適用に必
要なパラメータの選定について実問題を用
いて検証した。さらに判別分析手法と比較し，
サポートベクターマシンによる取引先分類
手法の有効性を検証した結果，カーネル関数
及びそのパラメータの選択によりシステム
の性能が大きく変わって，カーネル関数の選
択が非常に重要であったことがわかった。

(3) 信用評価に利用する評価指標の選択を
考究し，評価指標の選択に関して単年度指標，
2 年間の指標と 3 年間の指標の３つの案を提
示した。また，これらの選択案を企業の実問
題に適用することにより，複数年度の評価指
標を用いて信用評価を行う際，単年度指標を
用いるとき精度がわずかながら良くなるこ
とがわかった。でも，計算量とシステム利用
上の便利さなどを考慮して，単年度指標を採
用する案は一番妥当であることが明らかに
なった。

(4) 事例ベース推論手法を用いて取引先の
信用評価を行うシステムについて，距離の定
義とウエートの決定の二つの視点から評価
対象と過去事例との類似度評価方法を考究

し，判別分析手法を用いてウエートを求める
際，システムの性能が著しく改善されること
が明らかにされた。研究成果は ASIA-PACIFIC
JOURNAL OF INDUSTRIAL MANAGEMENT に推薦さ
れ，創刊号に掲載された。

(5) 人間の主観判断のあいまいさを考慮に
入れながら，経営者の経営力・人格，社会経
済情勢または業界の景気傾向などの定性的
指標に基づいて，取引先の信用評価を行う手
法を考究した。個別指標の評価値とその影響
度をファジィ数で表現したうえ，ファジィ加
重平均を導入し総合評価結果を与える評価
システムを提案した。

(6)各種のシステム評価に有効なエントロピ
ーという概念を導入し，各評価指標のエント
ロピーをウエートとして加重平均値を用い
て信用評価値を計算する手法を提案した。企
業の実例を用いて検証し，エントロピーウエ
ートを導入してもシステムの精度が著しく
改善されなかったという結果になったが，評
価指標の前処理について，エントロピーウエ
ートが大変役立つことが明らかにされた。

(7)倒産企業の判別精度を上げるために，バ
ギングという集団学習手法を適用し，また個
別学習器に事例ベース推論手法を導入した
うえ，集団学習手法を用いた信用評価システ
ムを提案した。企業の実例を用いて検証した
結果，集団学習手法の適用により倒産企業の
判別精度が最大 29%，最小 10％程度改善され
たことが分かった。

(8) 決定木手法を適用し信用評価を行うシ
ステムを提案し，企業の実例を用いて検証し
た結果，倒産企業の判別精度が大幅に上がり，
ある年度のデータに基づき決定木を構築し
た場合，ほぼ 100％の正解率で翌年度の倒産
企業を正しく識別できることがわかった。

本研究で提案した手法とシステムでは，公
表財務データや信用調査などによらず，売上，
代金請求と入金などの日々の取引データか
ら信用評価用の指標値を集計のうえ，これら
の評価指標値に基づいて取引先を評価でき
る．企業外部データの収集または信用調査を
必要としないため，データ収集コストがほぼ
ゼロである．また，日々の取引データは取引
先の都合だけで人為的に操作するのが難し
いので財務諸表などのデータより信頼性が
高い．さらに，財務データ非公開の中小零細
企業の信用評価にも適用できるため，大手企
業に比べて中小零細企業の倒産確率が非常
に高いことを考慮し，本研究成果の利用価値
が高いと考えられる．
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